泉（へ）の接近 by 内田 洋
ていないようだ。私はヴァレリーにとっては怠惰な読み手に過ぎなかったの  




おゝ 思索の筏の心地よいこの返礼  
刑一番木信太郎党生訳  
の二行の詩句が刻まれているが、ヴァレリーがレオナルドについて語る「観  
照する COntempler」という語の概念や機能とこの詩における「視線re－  
gard」の働きとのあいだから、なんらかの意味付けをさぐる必要はもはやな  









内   田  
泉一一何という美しい sujet だ．／  
















のみがそれを見ることができるのだ。   
すると言語にとっては、あの聞き分けがたい初めのぎわめきは、単に不純  
































capacit昌）でしかないのだ。   
それ鳩・え、私にとっての源泉は、それを主題とするかぎり、太陽の下の一  






















































































































一 8 －  
～2」  






































































するにある時ある場所で、私が塊臭た出会う一つの泉（une source）、しか  
－10 一  




























































するための記述行為なのだ。もし 《ある事物に対する最上の侮蔑は、結局そ  










→13 －   
なく他者へと近づいていく旅である。決しで他者を死の不動性に閉じこめ、  











ける天体間引力の平衡を思わせる。   
私に一体何ができようか。愛する存在をどうすることができようか。私は  
それを仰々しく鏑りたてようとは望まない。ただその存在を全面的にaffirm－  
er するのだと決意しよう。即ち、断言し、確立し、肯志すること、愛する  
存在の全体に注がれるaffirmatif なまなぎしとなろう。そして私の言葉を  





てきたのだが、今再びこの源泉へと帰還せぎるをえない。くなぜ〉 という間  





から〉 と答えよう。即ち、われわれが生きているから【われわれの生きてい  
る間－われわれは表現してやまないのだと。書き語るとは、生き愛すること  
だ。この終りもなく目的もない（sans fin′）愉しげな円環には、おそらく  
われわれ各人の独自な実の観念が関与している。なぜなら、噴きあげる泉の  
すずやかな呟き声は、私の耳に次のようにきこえるからだ。 】  
La Beaut昌 se tient au centre，jamais atteinte．  
Tout en ordre autour d／elle．  
一」＝ －  
Elle，intacte．  
Forltaine de notre patio，  













＊  ＊  ＊   
ヴァレリーはその≪対話篇≫の冒頭に自らノートを付して、この三篇の対  

















－15 －   







は、われわれのうちに渇望と泉をたえずよぴさます》 と。つまり、牧歌的対  
話形式において精神の諸能力を行使し、訓練してみたいという欲求を満たす  
ような作品の実質が、まさにこの形式を要求するような具合に事態が展開さ  













《種々様々な対象或いは状況によって誘発されうる、或る種の感動≫ 《詩的  











16 －  




睦額の《感動の再建》かあるかを尋ねてみることはできる。   




巫女』その他の数篇を吉二うと努めたのであった。アサランシュの近郊で、細い何   
が流れ、上げ潮になってくると、海のはるかl「りうから、他に類のない波が、時にはひ  
どく高、∴押し寄せてきた。この小河は肥沃なまっ［′】な⊥地を曲りくねっていて、波  























－17 －   
の感覚的・時間的な生のく裸かの観念〉をく歌〉として表現したいという欲  
求にとらえられ、霊感の時を待望する、あるタイ70の詩人である。彼はそれ  





ルタレティウス 精神が精神自身の素杵な謎に帰着させえか－ような奇蹟も、不思   






















においてく私〉に聞えるのは「お前」、つまり 〈私自身〉であり、今や≪いみ  
じくも身を顛わして≫歌う樹であるティテイルスは、自己自身への讃美と愛  
を歌っているのだ。《私はお前を神とする。お前は偶像なのだから、おお「  
」：ごト／し ぶな」よ、私はお前に祈るのだ≫、《私は自分の快楽が私以外の他のものを汲  
－19 －   
こに何らかの因果関係を求めたりすることほど－とりわけヴァレリーの場  
合－－ 虚しいことはないだろう。おそらく ア魅惑』仝詩篇が多少ともティテ  
イルスとルクレティウスの対話に関与し、またそれら自身の間で互いに共和  
しはじめるだろうからだ。アヴランシュ近郊でヴァレリーの愛した美しいあ  










一 年なのである。《一切を己れ自身に変えんがために戦う、考える植物の「理  
つ▼㌧  
念」≫、とルクレティウスは言う。精神は己れならぎるものを愛することはで  






























れ白身に、《ガラテアを棟っている≫ と告白したことがあるのだから。ゲ  
ラテアはウェルギリウての『牧歌』ではティティ′レスの昔の恋人の名だが、  
それはまたあの孤独な彫刻家ピグマリオンの作品、生命を吹きこまれる耶橡  
の名でもあるのたJ   
では一体、人はいかに歌い、語るべきか。真理に到達するための確実な方  
法は一7 だが方法はすべてそれ自体虚構ではなかったか。《牧歌的対話形式  
の幻想作品≫……ヴァレり－のく故）｝の中で、ティティ′しスの歌を是認し、  
同時に批判するルクレティウスのもう一つの歌。このような作者と作品との  
相互的な批判こそ、ここでの真グ）く対話．ノ というぺきなのだろうか。   
ティテイルスの促しによって、《事物の本性≫ を求める哲人の歌が語りだ  
される。本性（1a nature）とは彼にとってとりわけ法則と形式であり、世  
界の秩序の理性的認識こそ、ルクレティウスの夢だ。彼の手順はしかし、ま  
ず対象の感覚所与からその実質を捨象した、空虚な形状の観凛と描写によっ  
て始まり、それをたちまち《大河≫ とみたてる純然たる嶺推的思考を展開す  
るにすぎない 
ルタレティウス ニれは生動する大河た。その数々の源は下にもぐり入って、大地の   
暗い塊まりのうちに、彼らの神秘な渇きの道を見出す。成長L、分岐し、混気に誘わ   
ゴLてますます細くなり……。酌ま、地の深みと水気とに向って進んでゆくことを盲目   
的に確一言している。Lかしこの前進は、これを時間のように阻1ヒしえぬものとする緩  
Jっ二ゝ 
博さを以って、追いがたく進み行く。樹の業は地下の奇異な意志の力を掻く差し入れ   
こ・  
地下にたえずもぐり入っていく 〈数々の源≫根毛の暗喩一ここでは起源が、  




































－ 21－   
でも、少くとも牧人と哲人に似た二4；c7）『樹の対話』（Dialogue des ar－  
bres）でもあるだろう。（事実、両者はともに駄の樹、言葉の樹と化すのだ＝′）   
ルクレティウスのいわゆる「仙物の観念」は、自然物としての桃物一般を  
《作者なき作占占≫ とみなすことに存し、この作品にアプリオリに付与されて イテ  













ルタレティウ見 ‥・われわれの実体のなかには、そう深くないところに、あらゆる生   
命を同じように産み出す同じ可能力があるとわしは思う。‥▲およそ生きている一切の  
間には、ある密かなつながり、或る相似が存在して、それが憎しみをも愛をも生み出   
すのだ。…わLはわし自身の裡に「植物」的の或る効力が生まれ生長するのを感ずる   
次第で、懸訊こ力を尽くして、植物の全生涯を通じて無数の他の旺種に向って前進す  
る胚種の、存在せんとする渇望に、わしは自分から相混じることができるのだ‥‥‥  








ルタレティウ又 …わしは時として自分自身「植物」であるという気持になる。考え  


















なるのだ（cf 讃歌への愛′）。   
永遠と偶然と束の間一即ち《満天の星辰≫ と《流星の思いがけない飛来≫  
と《音もない電光≫－あの夜の時間にテイルテイルスは孤独に沈潜し、無  





ルタレティウス テイテイルスよ、もしわしが君のため夜々の伴侶となり、ニの「軌  
の根方で軌二まぎれて二八とも姿が見えず、ただわれわれの二つの声と化し、数々の  






－ 22 一  
る「植物」、しかし自分のさまぎまの能力を区別しない、自分の形と自分の力、自分の   
植物形態と自分のいる場所とを区別しない柄物だな。力、形、大きさ、それに量も、   
持続も、それらは同じ一条の生存の河にすぎず、水液が極めて堅固な国体となって了   
る満ち潮にすぎぬ。一一方、定かならぬ生長の意欲は上昇し、‥・わしは自分が「植物の   
典型」の未曾有の企てを生きるのを感ずる、空間を侵略し、枝々の夢をその場で作り、   
…形定まらぬものを鎖でつなぎ、空を攻撃する。一切を已れ自身に変えんがために戦   
うのだ・＝…。おおティテイルスよ、わしはわが全存在を挙げて、「植物」がわしに轟ず   
るあの瞑想、力強く、活動的な、そして一糸乱れず己れの意団に添う瞑想に、参加す  
るような気かする‥…・  


















ルタレティウ果 羊飼いよ、君が一本の濯木や樹木について見るところは、ただ世界  





－ 24 －  
精神の眼もまた《外側と別邸》、即ち個体の実存と差異については《無頓着。  
無差別≫なのだ。それが捕捉せんとするものは、ただ世界の幾何学的相称構  



















的相貌と固有の名を失なって、ただ一つの普遍的存在の中に融合する。つま   
りそれは「詩人の本性」、対象を主題として書き、歌う「私」の本性にほか  
ならず、「樹」の本性はその寓喩にすぎなくなるだろう。   
『樹についての対話』－ 『樹の（内的）対話』一『樹は語る』■語る  





こそ人と木の間で真の『対話』が成り立っていると言うべきだろう。   
私の〈泉についての対話〉が始まりうるために、泉よ、まずあなたから語  
りだしてくれないか、ティテイルスも否、ルクレティウスも否と。  
（注） 文中≪  》内の字句ほヴァレリーからの引用であり、概ね筑摩書  
フ：、′し：く  
房版全集に拠っているが、その出典は一々明示しない。  
－ 25 －   
D昌c．1976∵ FるⅤ．1977。   
（教養部肋教授。フランス語担当）  ［ア∴‥ごい：トユ・に薄ざ●ごjいぃ一三ー  













た。Letters from France（フランス通信）1。The SpiritualCrises  
（1919年4月11日），II．TheIntellectualCrises（5月2E］）。続いて同誌は  
シャルル。デュ・ボス（Charles Du Boss）の「フランス詩における象徴主  












－ 27 －   ー 26 －  
